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❖要約❖
ユージン・ジェンドリンの哲学と心理療法論では体験の暗在的側面が明在的な象徴として言い
表されること、また、明在的な象徴は再び暗在を生み出すことが示されている。心理療法におい
ては、セラピストはクライエントが語った明在的な言葉のみならず、それらの言葉に含意される
暗在的な意味の感覚に注目する。アートセラピーでは暗在をアートとして表現するが、そのアー
ト表現が再び暗在をもたらす。本論では、単語でもアートでもない漢字一字という象徴形式に注
目した。日本や中国などの漢字文化圏では漢字一字は明在的な象徴でありながら、その意味は未
完であり、暗在的である。本論では漢字フォーカシング簡便法を提案し、完全逐語記録 1 例を含
む 3 事例を提示した。フォーカシング簡便法における変更は「ハンドル表現」を「漢字一字」に
入れ替える最小限の変更である。また、フォーカシング指向心理療法における漢字一字の利用に
ついて事例を示した。さらに、漢字一字の臨床的な利用について、「リマインダー」としての利用
や描画と漢字一字の組み合わせについて、それぞれの事例を紹介した。漢字一字は明在的な象徴
でありながら、単語としては未完であるためその意味は暗在に包まれている。漢字一字で思考す
ることは暗在とともに思考することであると考察した。最後に、漢字フォーカシングの他にも筆
者らが取り組んでいる漢字一字を用いたグループや質的研究法に論及した。
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Abstract
Eugene Gendlin’s philosophy and psychotherapy theory show how explicit symbols explicate 
the implicit while they also bring forth the implicit. Therapists attend to both the explicit 
symbols articulated by the client, and to the implicit sense of meaning which surrounds the 
explicit verbal symbols. In art therapy, artistic expressions explicate the implicit, while the artistic 
expression also brings forth a distinct implicitly felt understanding. In this paper, a kanji or a 
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Ⅰ．はじめに
　生命の大部分は認識以前の暗在的（implicit）1 ）
な過程として営まれている。その暗在的な過程
の一局面に直接照合（direct reference）し、そ
れを感じ、明在的（explicit）な象徴として言い
表す 2 ）（explicate）ことができる。「体験の辺縁」
（edge of awareness）、「自我に近い無意識」や
「こころの内側」を言語象徴やアート象徴を通し
て表現することが心理療法過程で重要視される。
しかし、表現に用いられた象徴は再び暗在を生
み出す。“この夢には不気味な感じがあった”と
“不気味”という明在的な言語象徴を用いて夢の
感じを言い表したとしても、“『不気味』とはど
んな感じなのか”と問われると、“不気味”とい
う言葉だけでは言い尽くせない暗在的な感覚が
その言葉を取り囲んでいることに気づく。
　“不気味というよりも、どこか親しみがあるよ
うな、へんな感じ”と表現を修正したときには、
夢主にも、それを聴くセラピストにも、“不気
味”とは異質な“親しみ”と“へんな感じ”と
いった相矛盾しそうで妙に調和している暗在的
な響き（resonance）が明在的な言葉象徴によっ
て運ばれてきているのがわかる。哲学者であり
ながら、4 つもの心理学賞を受賞した Eugene 
Gendlin（E. ジェンドリン）は哲学者 Wilhelm 
Dilthey（W. ディルタイ）の解釈学的循環に論
及し、体験・表現・理解は一つであることを強
調する（Gendlin 1997）。故に、“不気味”な夢
という表現が“親しみがあるようなへんな感じ”
となったときには、体験も一歩変化しており、
表現も変化し、この体験の理解も一歩進んでい
るのである（池見 2009）。
　暗在、明在、暗在へとのジグザグしながら、
象徴と体験の相互作用は次々と意味を創造しな
がら進んでいく。そのさまを「体験過程」
（experiencing）とし、その過程を中心に哲学や
心理療法の考察を深めていったのは Gendlin の
初期の著作（1962/1997）から最新の論文（2009）
に至るまで首尾一貫している。暗在、明在、暗
在の絶え間ないジグザグを経て推進（carry 
forward）3 ）される思考は、明在的な側面のみに
浮遊することなく、常に暗在に根ざし、暗在と
ともにあることを示したのがジェンドリン哲学
と心理療法論の特徴であると言えるだろう
（Ikemi 2011）。
　“親しみがあるようなへんな感じ？”とさらに
問うと、表現を取り囲んでいる暗在的な感覚か
ら“怖いわけじゃないけど…”のように、言葉
では運びきれない暗在“…”に夢主は触れる。
Chinese character is seen as another avenue of explication, distinct from words and art expres-
sions. A single kanji is explicit and specific, yet it’s meaning is implicit and incomplete, since a 
word completes itself as a combination of kanjis. Moreover, a single character has various mean-
ings, historical contexts and usages, as well as a wide variety of potential meanings. In this paper, 
a Single Kanji Focusing Short Form is proposed with three session reports. A complete transcript 
is shown for one of these sessions. In the Single Kanji Focusing Short Form, the step of “finding 
a handle” is changed to “finding a single kanji”. A vignette from a therapy case is presented illus-
trating how a single Kanji can be used in Focusing-Oriented Therapy. Two different ways of using 
a single Kanji in therapy are also shown with examples from sessions, the first as a “reminder” and 
the second in combination with art. Changes to the steps of Focusing remain minimal, yet the 
single kanji explication can be a familiar and powerful form of explication in cultures that use 
Chinese characters. The author discusses the single kanji explication as an intersection of the 
explicit and implicit, and shows further applications of single character explications in groups and 
in qualitative methods of inquiry.
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これは意味あるものとして感じられ、“この… 
という感覚はいったい何だろう”と振り返って
観た 4 ）ときに、微かに“からだ”に感じられる
意味の感覚がそこにたちあらわれる。それは暗
在的な理解（implicit understanding）が含意さ
れている感覚で、“フェルトセンス（felt sense）”
と表現されている（Gendlin 1981）。
　象徴を用いてフェルトセンスを明在化するこ
とができるが、象徴はまた多くの暗在を含意す
る。フェルトセンスに触れて明在と暗在を行き
来しながら展開する様式がフォーカシング指向
心理療法（Gendlin 1996）の根幹にあり、この
様式と心理療法の成功の関係は体験過程スケー
ルの一連の研究で検討されてきた（ジェンドリ
ンら1972；Kiesler et al 1971, Klein et al 1970, 
1986；池見他1986；三宅他2008など）。さらに、
言語象徴ばかりでなく、アート象徴も暗在を表
現するものであり、また暗在を指向するもので
ある。アート象徴を用いて暗在を言い表すこと
に着目したアートセラピーとしては Rappaport, 
L. の Focusing-Oriented Art Therapy （ 2009 ）
が あ る。ま た、 Experiential Collage Work 
（ Ikemi 2011, Ikemi, Yano, Miyake et al 2007, 
矢野 2010）（体験過程流コラージュワーク）で
は暗在的な感覚をコラージュに明在化する過程
に加え、コラージュ作品に含意された意味をコ
ラージュ作製者自身が探求する過程が設けられ
ている。
　フェルトセンスを明在化し、明在化された象
徴に含意される暗在的な意味感覚に触れること
に不慣れな場合には、体験過程を具体的に指し
示 す 教 示 法 が 必 要 と な り、こ の 教 示 法 を
Focusing Short Form（フォーカシング簡便法：
Gendlin 1981）と呼ぶ。他方、フェルトセンス
を言い表し、明在と暗在を行き来しながら思考
することができる場合、簡便法の教示は必須で
はない。一般的に心理療法では、クライアント
に「教示する」のではなく、「応答する」のであ
り、セラピストが行っている各種オリエンテー
ションの心理療法の中で暗在的な意味感覚に着
目し、それとかかわることをFocusing Oriented 
Psychotherapy （FOT）（フォーカシング指向心
理療法：Gendlin 1996）と呼ぶ。
　これまで本論では言語象徴、あるいはアート
象徴によって暗在的な意味の感覚を言い表し、
象徴に含意される、あるいは象徴が指し示す
（imply）暗在的な意味の感覚に立ち戻る体験過
程のジグザグ運動について概説してきたが、こ
こからは「漢字一字」という、言葉でもアート
表現でもない、別の象徴形式の利用について、
フォーカシング簡便法と FOT の両方の複数事
例を提示して検討する。さらに、本論では「漢
字一字」を体験過程的に利用した他の応用の可
能性についても論及する。このような試みの発
端は、筆者が中国でフォーカシングを教えてい
た経験から、中国や日本のように、漢字を使う
文化においては、「漢字一字」で言い表すことが
ごく自然であるかのように思えてきたことには
じまる。考察で論じるように、漢字一字は明在
的な一字でありながら、常に暗在に包まれてい
るのである。
Ⅱ．漢字フォーカシング簡便法
　フォーカシング簡便法は体験過程に触れ、状
況の新しい意味を見いだす具体的な方法として
Gendlin（1981）が最初に提示した。6 つの手順
からなる同法は、著作 Focusing（Gendlin 1981）
の付録に示されている。フォーカシング簡便法
の最初の手順であるクリアリング・ア・スペー
ス（以下 CAS）は、必ずしも最初に用いらなけ
ればならないものではなく、フォーカシングの
他の手順とは切り離して用いられた例などが
数 々 報 告 さ れ て い る（ 池 見 1997，Katonah 
1999，増井 1999，徳田 2009 など）。
　CAS 以降のフォーカシング簡便法の手順は次
の通りである。気がかりな事柄などをフェルト
センスとして感じ取り、それを「ハンドル表現
（handle）5 ）」として表現し、それがぴったりか
どうかを響かせ（resonate）、“この事柄の何が
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「ハンドル表現」みたいなのだろうか、と問いか
け（asking）、気づいたことを受け取る（receive）
のである。この一連の手順における「ハンドル
表現」を漢字一字に置き換えたのが漢字フォー
カシング簡便法である。従って、その手順は次
のようになる。【手順 1】気がかりな事柄などを
フェルトセンスとして感じ取り、【手順 2】それ
を“漢字一字”で表現し、【手順 3】それを響か
せ、【手順 4】“この事柄の何が「この漢字」み
たいなのだろうか”と問いかけ、【手順 5】気づ
いたことを受け取る。また、漢字一字を“響か
せる”手順 3 においては、漢字辞書を用いて、
その漢字の多様な意味や歴史的な成り立ちを調
べることが新しい意味の成立につながることが
ある。
　漢字フォーカシング簡便法の実践例を表 1A ～ B
に示す。これは心理療法としてではなく、簡便
法として行ったもので、単発セッションである。
事例 A は完全逐語記録を表に示し、事例 B と事
例 C では概要を示す。事例Ｂと事例Ｃはセッシ
ョン中にフォーカサーとリスナーが漢字辞書を
用いた例である。なお、事例 A とＢは日本で実
施したもの、事例Ｃは研究協力者が中国で実施
して情報提供したものである。
（ 1 ）事例Ａ
　表に示す記録は筆者が非常勤講師として集中
講義を行った大学院授業で実施した漢字フォー
カシング簡便法の例である。リスナー（L）は
筆者、フォーカサー（F）は 20 代の院生（女性）
で、このセッションが彼女のフォーカシング初
体験であった。フォーカサーの許可を得て完全
逐語記録を提示する。なお、このセッションで
は CAS は省かれ、上記に示した手順の通りに
進めた。
　表に示す記録ではフォーカシング簡便法の手
順が見出しとして挿入されているが、実際のセ
ッションには手順ごとの切れ目はなく、全体が
一つの流れとなっていた。また、L28 以降、「第
2 ラウンド」（池見 1984）に入っていくが、こ
こにも切れ目はなく“自然に”展開していった。
フォーカサーはセッションが“自然であった”
こと、リスナーが“一緒に歩いている感じ”だ
ったこと、“ちょっと今日はボランティアに行き
たくないよね、くらいの軽い話題”で始まった
のに、“よく聴いてもらって、どんどん深まって
いったのに驚いている”と感想を述べていた。
　漢字フォーカシング簡便法の特徴を表してい
るのは、まず“ハンドル表現”の代わりとなる
L08 と F08 である。F08 では、比較的容易に
“困”という字が浮かんできた。“からだに注意
を向けながら、その感じにぴったりな言葉、言
い回し、イメージ、動作などを思い浮かべる”
という通常のハンドル教示よりも簡単であるよ
うに思われた。同じく、第2ラウンドでは、L28、
F28 がハンドル表現の手順であるが、F28 でも
フェルトシフトに展開していく漢字が容易に浮
かんできているところが特徴的である。また、
ハンドル表現以降の手順は従来のフォーカシン
グ簡便法と同じであり、“ハンドル表現”を“漢
字一字”に置き換えた最小限の変更であること
が事例から明らかであろう。
（ 2 ）事例Ｂ
　学部のゼミで 3 回生のＢさん（20 代女性）が
フォーカサー、筆者がリスナーを務めたセッシ
ョンである。本人の許可を得て概要を示す。Ｂ
さんはある人間関係を取り上げた。それを感じ
てみると、明るくて輝いている感じだった。し
かし、それに関連する他のことが嫌な感じ、悪
い感じのようだった。“「悪い感じ」とはどんな
感じなのか、それをからだで感じてみることが
できそうですか”とリスナーが促してみた。か
らだでは“重い”感じがしていた。次にリスナ
ーは、その悪く、重い感じを漢字一字で表現し
てみると、どんな漢字になるだろうか、と訊い
てみた。すると“鬱”という漢字が浮かんでき
た。その漢字でぴったりかどうか確認してみる
と、それがぴったりであることがわかった。次
に、“この人間関係の何が「鬱」みたいに感じら
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れるだろうか”、と問いかけてみたが、あまり動
きはなかった。そこで、テーブルの上にあった
漢字辞書で“鬱”を引いてみた。“鬱”には次の
4 つの意味があった：1）木がこんもりと茂るさ
ま、2）こもる　ふさがる　3）〈名〉ゆすらう
め、にわうめ　4）〈名〉香草の一つ、うっこん
そう（学研漢和大辞典　学習研究社）。リスナー
が両手で開いた辞書をフォーカサーに見せて、
フォーカサー自身が声を出して 4 つの意味を読
み上げた。4 つの意味を読み上げたあと、フォ
ーカサーは“アッ！”と言い、2）の“こもる、
ふさがる”という意味がぴったりだと述べた。
手で動作をしながら、その人間関係に関連する
ことが“うっとうしい”、それを“うっとうし
い”と感じている自分がいたのだと気づいた。
セッション後、“自分は何を感じていたのか最初
はわかっていなかったのに、セッションをする
ことでわかってすっきりした”と感想を述べた。
リスナーは、セッション中に二人で辞書を引い
たことがフォーカサーとリスナーの共同作業感
覚を深めた印象をもった。また、セッション後
に国語辞典（大辞林 iPod 版）で“うっとうし
い”を二人で引いてみると、なんとこの言葉は
漢字で「鬱陶しい」と表し、鬱の字が含まれて
いることを知って二人で驚いた。
（ 3 ）事例Ｃ
　フォーカサーは 40 代の男性で、勤務している
会社のことを取り上げた。その会社のことを思
うと、不思議な不満が胸の辺りに感じられてい
た。何が不満なのかはよくわからず、フォーカ
シングでそれを知ろうとしていた。不満の感じ
に触れ、それを漢字一字で言い表してみること
を促したところ、しばらく時間を要した。その
後、“脆”という字が浮かんできた。フォーカサ
ーはしばらく、この字の意味するところがわか
らなかった。“会社の何が「脆い」のか”と問い
かけてみた。景気変動によって会社の経営が危
ういのか、と最初は思った。しかし、これを思
い浮かべていると、会社の採算性ではなく、“脆
さ”は何か別のことであるように思えてきた。
会社の経営者たちが浮かんできた。彼らは硬い
感じがして、態度が尊大で、堅苦しかった。そ
れを思い浮かべたとき、会社の何が脆いのかが
はっきりわかった。経営状況そのものではなく、
人間関係が脆いと感じていたのだった。経営者
たちが硬すぎて、いつでも壊れてしまいそうな
脆さがこの会社にあることを知って、胸の中の
不満の正体がわかり、不満は晴れて行った。こ
の会社の何を一番恐れていたのかがよくわかっ
たのである。
Ⅲ．フォーカシング指向心理療法での 
“漢字一字”の利用
　心理療法においてはフォーカシング簡便法の
手順通りに進めるわけではない。Gendlin （1996, 
p. 297 ）が 示 し た よ う に、“ In therapy the 
relationship is of first importance, listening is 
second, and focusing instructions come only 
third”（“セラピーにおいては { クライアント・
セラピスト } 関係が最も優先され、次に傾聴、フ
ォーカシングの教示 { 応答 } は三番目でしかな
い”。また、FOT の事例（例えば Gendlin 1996, 
pp. 112-165, Ikemi 2010）に見られるように、臨
床でのフォーカシングは簡便法の教示とは異な
り、さりげないあり方でクライアントの体験過
程に寄り添うのである。以下に提示する事例で
はクライアントの体験過程に寄り添うために漢
字一字が用いられたものである。
（ 1 ）事例Ｄ
　40 代の会社員Ｄさんは 8 年間、関係会社に出
向した後に本社に管理職として戻ってきた。本
社での仕事の進め方は出向先とは異なる点が多
く、本社勤務のプレッシャーのため“うつ状態”
を発症し、半年間休職した。その後、復職した
ものの、すぐにうつ症状が再発し、3 ヶ月の休
職に入った。2 度目の復職にあたって、この会
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社の復職支援プログラムの一環としてセラピス
ト（筆者）との面接が行われた。初回面接の後
半に、“本社勤務のプレッシャー”とは、どのよ
うなものなのかとセラピストが問いかけてみた。
　“本社勤務のプレッシャーと言われましたが、
そのプレッシャーを感じてみて、それはどんな
ふうに感じられているのか、漢字一字で表すと、
どんな字が浮かびますか”のように問うてみた。
Ｄさんは一瞬の沈黙ののち、“恐怖の「怖」です
ね”と言った。ここで、セラピストの中で、Ｄ
さんが何を感じているのかがよくわかったよう
な気がした。“プレッシャー”という曖昧な表現
が“怖”という表現を通してセラピストにも響
いてきた。以降、初回面接では“怖”と戦い、
それを感じないようにしているＤさんの姿勢が
示された。しかし、それとは反対に、“怖”を感
じている自分に気づいておくことの重要性、“怖”
に耳を傾ける姿勢についてセラピストが説明し
た。
　この面接の直後、Ｄさんは近医（心療内科）
の診察で、“病名はうつ状態になっていますが、
先生は私のことをどう見ていますか”と「見立
て」を問うた。第 2 回面接では医師に“あなた
をパワハラ被害者と診ています”と言われたこ
とをセラピストに話した。それからＤさんは、
彼の上司のパワハラ的な発言内容の数々をカタ
ルシス的に語った。
　これをきっかけにセラピストと保健師が話し
合い、復職にあたって本社の別の部署にＤさん
を移動する案が浮上した。社内関係者の話し合
いによりＤさんは本社の別の部署、別のビルに
移動することになった。移動直後からＤさんの
うつ症状は消失し、現在彼は新しい部署に元気
に復職している。医師による投薬量は、移動直
後から当初の半分以下に減り、その後も減少し
ているものと思われる。
　“怖”という一つの漢字から、この事例の“う
つ状態”は“本社勤務のプレッシャー”から大
きく理解が推進された。それにより、うつ状態
の治療とは違ったストラテジーで復職支援が展
開した。その結果、本人は“すっかり、元の自
分にもどった感じ”になり、面接は 6 回で終結
した。フォローの期間を含め面接期間は 6 ヶ月
だった。最終回でＤさんはこの事例を専門誌に
報告することを快く承諾して次のように感想を
述べた。“ここにきて印象的だったのは、自分を
客観視できたことです。とくに漢字一字で「怖」
が出てきたこと。これには驚きました。自分が
どんな気持ちだったのか眺められました。実は
他の機関でもカウンセリングを 10 回ほど受けて
いましたが、それは表面的な会話のようになっ
ていました。ここでは、漢字一字もそうだし、
かなり踏み込んで話ができました。”
（ 2 ）その他の利用例
⑴　リマインダーとしての漢字一字
　中国でフォーカシング指向心理療法を展開す
る協力者からは、次のような漢字一字の利用例
が届いている。初回面接時に自分自身の感じを
漢字一字で言い表してみると、なぜだか“剛”
が浮かんだ女性クライエントに、その意味を辞
書で引いてもいいし、ときどき考えてみるとよ
いかもしれないとセラピストが伝えた。次回面
接では、クライアントは次のようなことに気が
ついた。幼少時からクライアントの両親は弟ば
かりを可愛がり、クライアントの悪いところを
探し出しては非難してきた。そのため、彼女は、
いつの間にか、絶対に自分の弱みは見せないよ
うにしようと、幼いころ決心して心を“剛”に
してきたのだった。彼女には自尊心が根付いて
いき、弱みがない“剛”な人になっていった。
これを話しているうちに、“剛”は“鋼”に変化
していることに気づいた。小さな変化がクライ
エントにもセラピストにも感じられた。“鋼”か
らは堅い鉱石が溶解していくような過程が連想
された。たしかに“鋼”は鉄のように堅いもの
ではあるが、クライエントには何かのプロセス
が動き出している実感があった。このような応
用例について、クライアントが専門誌への報告
を承諾し、筆者に報告があった。
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　この応用例ではクライアントが自身に感じら
れている暗在的に豊かな感覚を漢字一字で明在
的に言い表すことによって、その漢字に含意さ
れる意味の感覚から自己理解が少しずつ変化し
ている様子が明らかである。Hirano, T. （2011），
平野（2010）が示した方法のように、今後の面
接過程において、クライアントに前回の漢字を
“リマインダー”として提示し、その漢字から変
化があるかどうか、問題の感じ方を毎回確認し
て面接を進めていくことも可能だろう。
⑵　アートと組み合わせた漢字一字
　あるワークショップでフェルトセンスに言語
的に問いかけても変化が生じないために、その
フェルトセンスを絵に描いてもらったことがあ
る。フォーカサーに絵を見せると、「この絵を見
ていると痒くなります」と発言したので、「痒」
という漢字を辞書でひいてみた。すると、次の
ような記載があった。
①やむ。やまい（やまひ）。心配や悩みのた
めに病気になる。また、その病気。うれえ
る。うれえ疲れておこるやまい。（気がふさ
いで晴れない）（漢字源改訂第四版、Logo 
Vista 辞書ブラウザー ver.2.3.8）
フォーカサーは “気がふさいで晴れない”が自
分の状況そのものであることに気づき、それに
よって自分が何を感じていたのかが明在化され
ていった。これにともなって、フェルトセンス
が変化（シフト）した。アートとして表現され
た作品がもたらす暗在的な感覚（この場合、痒
い感覚）をさらに漢字一字で表し、そこに含意
された意味を辞書で調べるといった異なった表
現形態を用いた暗在、明在、暗在、明在のジグ
ザグ・プロセスの一例である。
Ⅴ．展望と考察
　漢字一字で暗在的に感じられている体験の側
面を明在的に象徴化し、その漢字によって再び
暗在が再構成化（reconstitute：Gendlin 1964）
され、そこからまた明在的に表す、といった漢
字一字を巡るジグザグの体験過程様式は本論で
示した「漢字フォーカシング簡便法」や「フォ
ーカシング指向心理療法における漢字一字の利
用」に限定されない。その応用は無数に考案す
ることができよう。本論ではそれらのうち、筆
者が頻繁に行っている 2 つの応用を紹介してみ
たい。
　“漢字表現グループ”と筆者が呼んでいる小グ
ループでの応用がその一つである。小グループ
で自分以外のそれぞれのメンバーを漢字一字で
表してみると、どんな漢字が浮かぶだろうか。
それぞれのメンバーを表す漢字一字をメモ用紙
に書き、全員が書き終わったら当該メンバーに
漢字を渡す。“「敏」という字をもらったが、実
はそれは母親、敏子の字で、自分の「敏」の部
分は母親からもらったのだと改めて気づかされ
た”など他のメンバーに暗在的に感じられてい
る印象が明らかになり、漢字が本人に感じられ
る暗在を再構成化するのである。現在、これを
グループワークとして発展されることが研究さ
れ（前出 2011）、エンカウンター・グループの
中のセッションとして用いる試みがなされつつ
ある（松山 2011）。
　また、筆者は質的研究法としての“漢字表現
法”を試みている。大学学部のゼミで、7 名の
ゼミ生たちに、自分たちが通う関西大学を感じ
てみて、それを漢字一字で表してみると、どん
な字が浮かぶか、漢字一字を紙に書いてもらっ
た。それらの漢字を並べてみた。“雑”を書いた
学生が 2 名、“多”が 2 名、“賑”“遊”“楽”が
それぞれ 1 名だった。次に、これらの字をもと
に、全員が納得できる文を構築することにした。
全員が納得した文は“関西大学は雑多な人たち
が賑わう楽しいところ”となった。この文は関
西大学について当事者が暗在的に感じていた質
を表し、ガイドブックなどに紹介される関西大
学とは異なった質をとらえているように思われ
た。漢字一字を言い表すことによる質的研究法
の可能性を現在研究中である（胡田 2011、石原 
2011、安田 2011）。
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　漢字は一つの意味と音節を表す表意文字であ
る。漢字一つには意味があるが、その意味は他
の漢字との組み合わせで単語になる。そのため
漢字一字には未完の意味がある。故に、漢字一
字は明在的な字なのに暗在に包まれている。例
えば、“黒”一字は“黒鉛”や“黒船”よりも暗
在的に感じられる意味を指し示す。一方、黒船
は「幕末に来航した欧米の艦船」（デイリーコン
サイス国語辞典　電子版　三省堂）といった明
在的な意味を指す。“黒”一字は明在的な象徴と
して機能するが、それ自体の意味は未完了であ
り暗在的なのである。その意味で漢字一字は明
在と暗在の交差点であるとも言えよう。
　哲学者 Eugene Gendlin は頻繁に“thinking 
with the implicit”（暗在とともに思考する）こ
とを強調しているが、漢字一字で言い表すこと
はまさに暗在とともに思考することであると言
えるのではないだろうか。
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註
1 ） アメリカ合衆国の哲学者・心理療法家 Eugene 
Gendlin の理論における基礎的な概念で、“implicit”
には他の訳語として「暗黙」「暗々裏」などがある。
その対概念である“explicit”には「明示的」が頻繁
に使用されているが、本論ではどちらにおいても池見
（1995）の訳語を採用する。
2 ） 通常 explicate は「表出」と訳されているが、「出」
という漢字から内と外が別であり、外に出すという意
味が含まれてしまうため、池見（2010）に従って
explicate を「言い表す」とした。なお、本論では芸
術表現や漢字一字の表現についても、「言い表す」を
用いることとする。
3 ） 他の訳語として「進展」も使用されるが、本論では
池見（1995）及び村瀬（ジェンドリン、E．1999）の
訳語を採用する。
4 ） 頻繁に「反省する（reflect）」あるいは「内省する」
と表現されているが池見（2010）にあるように、一般
的には反省は悪いことをしたことを後悔する意味が含
まれており、内省は内外を区別する意味が含まれるた
め、「振り返って観る」を用いる。
5 ） ハンドル表現はジェンドリン（1982）、池見（1995）
などでは「見出し」と訳されてきた。
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困
”
と
い
う
字
が
浮
か
ぶ
ん
で
す
ね
Ｆ
09
：
は
い
【
手
順
3　
漢
字
一
字
を
響
か
せ
る
】
Ｌ
10
：
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
を
確
認
す
る
と
い
う
か
、
響
か
せ
る
と
い
う
か
、
あ
あ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
こ
と
は
“
困
る
”、
そ
れ
で
ぴ
っ
た
り
か
な
ぁ
Ｆ
10
：
は
い
、
そ
う
で
す
ね
。
す
ぐ
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
Ｌ
11
：
で
、
今
、
確
認
し
て
み
て
も
そ
れ
が
ぴ
っ
た
り
だ
な
、
と
い
う
感
じ
で
す
か
Ｆ
11
：
そ
う
で
す
ね
【
手
順
4　
問
い
か
け
】
Ｌ
12
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
こ
と
の
何
が
こ
ん
な
感
じ
、
何
が
“
困
る
”
み
た
い
感
じ
な
の
だ
ろ
う
Ｆ
12
：（
6
秒
）
そ
う
だ
ね
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
に
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
っ
て
（
3
秒
）
Ｌ
13
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
に
、
何
か
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
と
Ｆ
13
：
そ
う
、
で
す
ね
、
心
理
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
の
は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
な
ん
か
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
よ
、
と
か
助
言
し
て
よ
、
と
い
う
感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る
け
ど
、
ま
だ
そ
ん
な
の
全
然
で
き
な
い
の
に
、
と
思
っ
て
Ｌ
14
：
う
ん
う
ん
う
ん
、
も
っ
と
助
言
し
て
よ
と
か
、
も
っ
と
話
し
て
よ
、
と
言
わ
れ
る
ん
だ
け
ど
、
実
は
自
分
は
そ
れ
は
で
き
な
い
。（
沈
黙
15
秒
）
聴
い
て
も
い
い
で
す
か
？
　（
は
い
）
僕
の
中
で
浮
か
ん
で
き
た
の
は
―
こ
れ
は
僕
の
感
じ
な
ん
で
す
け
ど
―
“
い
や
、
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
来
て
い
る
ん
で
、
ま
あ
、
た
ま
た
ま
心
理
は
や
っ
て
い
る
け
ど
―
こ
う
い
う
の
を
専
門
に
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
―
そ
の
助
言
と
か
そ
ん
な
の
、
と
ん
で
も
な
い
で
す
よ
”
み
た
い
な
、
そ
ん
な
こ
と
を
、
伝
え
た
り
し
た
こ
と
あ
る
の
か
な
？
Ｆ
14
：
し
た
こ
と
な
い
で
す
Ｌ
15
：
し
た
こ
と
な
い
？
　
う
～
ん
、
僕
だ
っ
た
ら
そ
ん
な
ふ
う
に
伝
え
る
け
ど
な
、（
Ｆ
：
あ
～
）
そ
れ
は
ど
ん
な
感
じ
な
の
で
し
ょ
う
か
？
Ｆ
15
 ：
そ
う
で
す
ね
、
そ
れ
を
伝
え
る
と
―
な
ん
か
自
分
か
ら
志
願
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
経
緯
も
あ
っ
て
、“
で
き
な
い
奴
”
っ
て
思
わ
れ
る
の
は
す
ご
く
嫌
だ
な
と
い
う
の
も
あ
っ
て
、（
Ｌ
：
は
あ
、
は
あ
）
自
分
か
ら
“
お
願
い
し
ま
す
”
と
い
っ
て
、“
来
て
も
い
い
で
す
よ
”
と
言
わ
れ
た
分
、
ち
ょ
っ
と
は
、
で
き
る
感
じ
を
Ｌ
16
：
う
～
ん
。
自
分
か
ら
お
願
い
し
て
行
っ
た
の
だ
か
ら
、
で
き
る
と
こ
ろ
を
見
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
か
（
Ｆ
：
苦
笑
　
は
い
）
そ
ん
な
感
じ
が
あ
る
の
か
な
Ｆ
16
：
は
い
（
苦
笑
）（
沈
黙
17
秒
）
Ｌ
17
：
何
か
浮
か
ん
で
き
て
い
ま
す
？
Ｆ
17
：
そ
う
で
す
ね
Ｌ
18
：
も
し
、
よ
か
っ
た
ら
Ｆ
18
：
い
や
、
う
～
ん
、
そ
の
、
現
場
も
す
ご
く
難
し
い
現
場
っ
て
い
う
か
、
緩
和
ケ
ア
の
現
場
な
ん
で
、
そ
う
、
な
か
な
か
、
こ
う
若
い
自
分
が
（
Ｌ
：
あ
、
緩
和
ケ
ア
）
そ
う
、 
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
り
と
か
、
う
～
ん
、
そ
う
で
す
ね
。
す
ご
い
難
し
い
現
場
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
な
お
さ
ら
行
き
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
苦
痛
Ｌ
19
：
う
～
ん
、
な
ん
か
、
す
ご
く
緩
和
ケ
ア
と
い
う
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
通
い
続
け
る
、
と
い
う
の
は
苦
痛
な
感
じ
が
す
る
？
Ｆ
19
：
そ
う
で
す
Ｌ
20
：
苦
痛
に
感
じ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
Ｆ
20
：
は
い
（
沈
黙
18
秒
）
Ｌ
21
：
も
し
も
、
何
か
浮
か
ん
で
い
た
ら
、
ど
う
ぞ
話
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
Ｆ
21
：
い
や
～
、
な
ん
か
大
学
院
に
入
っ
た
と
き
は
や
り
た
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
分
野
な
の
に
、
で
も
い
ざ
、
入
っ
て
み
た
ら
、
こ
ん
な
に
も
、
こ
う
、
そ
の
、
期
待
し
て
い
た
気
持
ち
が
、
そ
の
苦
痛
と
い
う
、
こ
ん
な
に
も
変
わ
る
こ
と
な
ん
だ
（
Ｌ
：
こ
ん
な
に
も
変
わ
る
も
の
な
ん
だ
）（
苦
笑
）
す
ご
く
思
っ
て
Ｌ
22
：
そ
う
ね
、
人
生
、
何
事
も
決
定
し
て
い
な
い
と
い
う
か
（
Ｆ
：
笑
い
）。
入
っ
た
と
き
は
、
す
ご
い
期
待
し
て
い
た
の
に
Ｆ
22
：
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
期
待
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
ぐ
ら
い
で
、
初
め
て
患
者
さ
ん
を
目
に
し
た
と
き
な
ん
か
、
本
当
に
何
か
、
感
動
す
る
、
じ
ゃ
な
い
け
ど
“
や
っ
と
会
え
た
”
じ
ゃ
な
い
け
ど
（
う
～
ん
）
今
は
も
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
に
い
く
の
が
苦
痛
ぐ
ら
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
（
う
ん
）
う
ん
Ｌ
23
：
な
ん
か
、
緩
和
ケ
ア
、
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
自
分
の
感
じ
方
、
考
え
方
が
こ
ん
な
に
も
か
わ
っ
た
ん
だ
な
、
と
い
う
Ｆ
23
：
そ
う
で
す
ね
　（
20
秒
沈
黙
）
Ｌ
24
：
今
な
に
か
浮
か
ん
で
い
る
？
Ｆ
24
：
い
や
、
す
ご
く
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。（
Ｌ
：
ド
キ
ド
キ
？
）
い
や
、
な
に
か
、
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
表
1　
漢
字
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
簡
便
法
の
完
全
逐
語
記
録
Ａ
～
Ｂ
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Ｌ
25
：
あ
、
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
？
　
興
味
が
変
わ
っ
て
き
た
？
（
そ
う
）
と
い
う
こ
と
を
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
う
な
Ｆ
25
：
は
い
。
し
か
も
そ
れ
が
、
な
お
さ
ら
な
ん
か
苦
痛
だ
な
ん
て
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
る
も
ん
で
Ｌ
26
：
僕
の
感
じ
で
す
け
ど
、
ま
た
こ
れ
は
―
ま
あ
、
苦
痛
に
変
わ
る
ち
ゅ
う
こ
と
は
ま
あ
ま
あ
、
あ
る
こ
と
、
あ
る
と
思
う
よ
、
人
生
で
。
何
事
も
。
う
ん
、
恋
人
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
最
初
は
顔
を
み
た
だ
け
で
感
動
し
て
い
た
の
に
（
Ｆ
：
笑
い
出
す
）
そ
の
う
ち
、
会
う
の
が
苦
痛
、
ま
あ
、
そ
ん
な
こ
と
、
人
生
に
は
多
々
あ
る
。
ま
あ
、“
ど
う
言
う
か
”
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
、
あ
る
い
は
、“
今
後
ど
う
す
る
か
”
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
ど
う
ひ
い
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。
そ
う
す
る
と
し
た
ら
、
そ
の
へ
ん
が
な
ん
か
、
考
え
ど
こ
ろ
か
な
、
と
僕
は
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
ど
ん
な
ふ
う
で
す
か
？
Ｆ
26
：
う
～
ん
、
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
い
や
、
ま
っ
た
く
、
そ
う
い
う
こ
と
学
び
た
く
な
い
か
と
言
わ
れ
た
ら
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
よ
な
。（
う
ん
う
ん
）
と
い
う
気
も
す
る
し
。
で
も
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、“
も
う
お
腹
い
っ
ぱ
い
で
す
”
み
た
い
な
（
は
あ
～
あ
～
）
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
自
分
が
ど
う
し
た
い
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
最
近
、
悩
み
ど
こ
ろ
か
な
Ｌ
27
：
あ
～
あ
、
じ
ゃ
あ
、
本
当
は
、
緩
和
ケ
ア
に
関
し
て
自
分
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。“
も
う
お
腹
い
っ
ぱ
い
”
と
い
う
感
じ
な
の
か
、
も
う
苦
痛
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。
ま
だ
少
し
は
興
味
が
実
は
残
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
へ
ん
が
自
分
の
中
で
も
、
ま
だ
ま
だ
明
確
じ
ゃ
な
い
な
、
と
い
う
感
じ
？
Ｆ
27
：
そ
う
で
す
ね
【
第
2
ラ
ウ
ン
ド
　
手
順
1　
フ
ェ
ル
ト
セ
ン
ス
】
Ｌ
28
：
オ
ー
ケ
ー
、
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
を
2
ラ
ウ
ン
ド
目
に
行
っ
て
―
“
緩
和
ケ
ア
に
関
わ
る
”
と
思
っ
た
と
き
に
、
自
分
に
ど
ん
な
感
じ
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。（
3
秒
）
こ
れ
も
ま
た
、
漢
字
一
字
で
も
い
い
で
す
よ
【
第
2
ラ
ウ
ン
ド
　
手
順
2　
漢
字
一
字
】
Ｆ
28
：（
沈
黙
12
秒
）
う
～
ん
。“
淋
し
い
”
で
す
か
【
第
2
ラ
ウ
ン
ド
　
手
順
3　
漢
字
一
字
を
響
か
せ
る
】
Ｌ
29
：
あ
～
ん
、
淋
し
い
と
い
う
字
が
浮
か
ぶ
1）
。
あ
、
な
ん
か
淋
し
い
ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と
を
響
か
せ
て
み
た
ら
ぴ
っ
た
り
で
す
か
Ｆ
29
：
う
ん
、
そ
う
で
す
【
第
2
ラ
ウ
ン
ド
　
手
順
4　
問
い
か
け
】
Ｌ
30
：
ど
ん
な
ふ
う
に
淋
し
い
ん
だ
ろ
う
、
と
か
、
淋
し
い
と
い
う
漢
字
は
私
に
何
を
伝
え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
Ｆ
30
：（
沈
黙
7
秒
）
き
っ
と
淋
し
い
の
は
、
現
場
に
入
る
と
、
や
っ
ぱ
、
在
宅
の
現
場
な
の
で
、
す
ご
く
家
族
の
つ
な
が
り
が
大
き
く
て
、
も
は
や
自
分
の
入
る
余
地
が
な
い
、
と
い
う
か
、
い
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
み
た
い
な
Ｌ
31
：
あ
～
　
あ
ー
は
ー
、
あ
ー
は
ー
Ｆ
31
：
な
、
感
じ
。
と
い
う
か
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
も
、
そ
う
で
す
ね
、
チ
ー
ム
で
や
っ
て
い
る
中
に
私
は
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な
Ｌ
32
：
あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
な
ん
か
自
分
は
淋
し
さ
を
感
じ
て
い
て
、
家
族
の
中
に
―
在
宅
だ
か
ら
―
入
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
そ
し
て
チ
ー
ム
の
中
に
も
、
な
ん
か
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な
、
な
ん
か
そ
ん
な
淋
し
さ
を
感
じ
て
い
た
Ｆ
32
：
そ
う
で
す
ね
Ｌ
33
：
あ
あ
、
そ
う
な
ん
だ
　（
5
秒
沈
黙
）
そ
ん
な
淋
し
さ
を
感
じ
て
い
た
ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と
を
自
分
の
中
で
受
け
止
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
か
ね
、
う
～
ん
　（
沈
黙
10
秒
）
で
、
き
っ
と
、
こ
う
や
っ
て
話
し
て
い
る
と
、
感
じ
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
（
Ｆ
：
は
い
）
い
ま
、
自
分
の
中
で
は
、
ど
ん
な
感
じ
か
な
―
こ
の
こ
と
の
全
体
を
ち
ょ
っ
と
思
い
浮
か
べ
て
―
今
、
ど
ん
な
ふ
う
？
Ｆ
33
：
う
ん
、
淋
し
い
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
思
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
Ｌ
34
：
そ
う
や
ね
、
淋
し
か
っ
た
ん
や
ね
Ｆ
34
：
確
か
に
、
い
ま
ま
で
は
な
ん
か
“
頑
張
ら
な
き
ゃ
”
と
か
、
認
め
ら
れ
な
き
ゃ
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
ば
っ
か
、
思
っ
て
た
ん
で
、
う
ん
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
と
い
う
か
、
違
う
と
こ
ろ
に
気
づ
け
た
気
が
し
ま
す
【
手
順
5　
受
け
取
る
】
Ｌ
35
：
あ
、
な
ん
か
、
気
づ
け
た
感
じ
、
今
ま
で
気
づ
け
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
ね
。
淋
し
か
っ
た
ん
だ
な
、
と
充
分
、
自
分
の
中
で
受
け
止
め
て
、
で
、
ま
あ
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た
ら
、
今
日
は
そ
れ
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
わ
ろ
う
か
な
、
と
思
い
ま
す
　
（
3
秒
）
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
い
か
な
っ
て
、
自
分
の
中
で
確
か
め
て
（
沈
黙
10
秒
）
Ｌ
36
：
う
ん
、
う
ん
、
僕
の
中
で
違
う
こ
と
が
で
て
き
た
な
Ｆ
35
：（
笑
い
）
な
ん
で
す
か
？
Ｌ
37
：
こ
ん
な
に
淋
し
か
っ
た
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
受
け
取
る
の
に
、
も
っ
と
時
間
が
い
る
の
か
な
Ｆ
36
：
う
ん
、（
8
秒
）
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
（
涙
）
Ｌ
38
：
ね
え
、
淋
し
か
っ
た
ね
。（
10
秒
）
何
か
泣
き
そ
う
に
な
っ
て
い
る
ね
。
泣
い
て
も
い
い
よ
Ｆ
37
：
逆
に
な
に
か
、
ご
め
ん
な
さ
い
。（
泣
き
出
す
）（
Ｌ
：
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ッ
シ
ュ
を
渡
す
）
ご
め
ん
な
さ
い
。
い
や
、
こ
ん
な
に
、
こ
う
、（
泣
き
な
が
ら
）
掘
り
下
が
っ
て
い
く
と
思
わ
な
く
て
―
す
み
ま
せ
ん
―
あ
の
、
笑
い
事
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
“
あ
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
”
ぐ
ら
い
に
、
思
っ
て
た
ん
で
。
自
分
で
も
び
っ
く
り
し
て
…
…
な
ん
で
泣
い
て
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
（
Ｌ
：
そ
う
ね
）（
5
秒
）
Ｌ
39
：
か
ら
だ
は
“
淋
し
か
っ
た
ん
だ
よ
”
っ
て
言
っ
て
い
る
み
た
い
ね
。（
Ｆ
：
泣
き
な
が
ら
　
沈
黙
10
秒
）
大
事
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
、“
淋
し
か
っ
た
ね
、
っ
て
”（
Ｆ
：
う
ん
）
Ｆ
38
：
そ
う
で
す
ね
（
沈
黙
25
秒
）（
こ
の
間
、
Ｌ
：
大
き
く
息
を
吐
く
）
Ｌ
40
：
ど
う
で
す
か
?
Ｆ
39
：
ち
ょ
っ
と
涙
が
出
て
落
ち
着
き
ま
し
た
Ｌ
41
：
じ
ゃ
あ
、
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
て
感
じ
を
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。（
沈
黙
32
秒
）
で
、
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
っ
て
い
い
か
な
、
と
も
う
一
回
、
確
認
し
て
Ｆ
40
：（
沈
黙
20
秒
）
な
ん
か
、
淋
し
い
っ
て
わ
か
っ
た
の
に
、
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
Ｌ
42
：
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
の
面
白
い
こ
と
で
、
嫌
な
こ
と
に
気
づ
い
て
も
、
気
づ
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
ス
ッ
キ
リ
す
る
。
淋
し
い
と
気
づ
い
て
ス
ッ
キ
リ
す
る
。
そ
の
ス
ッ
キ
リ
し
た
感
じ
も
大
事
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
か
Ｆ
41
：
は
い
　（
Ｆ
閉
眼
、
沈
黙
10
秒
）
Ｌ
43
：
じ
ゃ
あ
、
終
わ
っ
て
い
い
と
こ
ろ
ま
で
味
わ
っ
て
終
わ
り
ま
し
ょ
う
Ｆ
42
：
は
い
　（
Ｆ
閉
眼
、
沈
黙
12
秒
）
は
い
、
大
丈
夫
で
す
（
元
気
そ
う
に
）
Ｌ
44
：
じ
ゃ
あ
、
終
わ
り
ま
し
ょ
う
Ｆ
43
：
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
《
20
分
31
秒
》
 1
） 
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、“
寂
”
で
は
な
く
“
淋
”
で
あ
っ
た
。
